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報告書データ / Report

概要（目的・用途・実施
内容）

Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

溶融UO2やZrO2の物性の発現に影響を与える局所構造を解明することを本研究の目
的とする。ガス浮遊溶融装置を用いて浮遊させた試料に対してXAFSならびにXRD
測定を実施し、局所構造の観点から物性について議論するためのデータを取得する。

実験
Experimental

実験はBL22XUに設置してある放射光実験用グローブボックス内に自作のガス浮遊
溶融装置を設置して行った。ZrO2を用いて放射光測定システムの調整を行い、短時
間でXAFS及びXRDの測定が可能であることを確認した。UO2の室温でのXAFS及
びXRDの測定を行った。UO2の加熱実験を実施した。

結果と考察
Results and Discussion

放射光実験用グローブボックス内にガス浮遊溶融装置を設置し、短時間でXAFS及
びXRDの測定が可能であることが確認できた。また、UO2の加熱溶融も可能である
ことが確かめられた。これにより、次回実施予定の溶融状態のUO2のXAFS及
びXRDの測定の準備を整えることができた。
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